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むたい 俊介
１.安曇野で生まれ育った信州人
２.広範な人間関係のネットワーク
３.地域の声を踏まえた、政策・企画実現力
政策キーワード ―― 日本の未来のために、私が取り組むこと

地域の歴史文化の発掘・再生
教育力再生。子育て環境の整備。
大学研究機関の誘致
医療・福祉・介護を充実し安心した生活を確保

一極集中の是正・地方分権の実現
バイオマスなど再生可能エネルギーの飛躍的加速
交通ネットワークの整備拡充
地震・火山など防災対策の充実強化

討議資料

務　台 しゅん すけ

▲ 長野市鬼無里地区の家族総出の収穫作業

▲ 修学旅行の小学生に国会議事堂を案内

地方創生に全力！

地方創生・
地域経済振興
地方創生・
地域経済振興

教育・福祉教育・福祉

国土構造・
防災危機管理
国土構造・
防災危機管理

むたい俊介の実績！！地域の課題を解決！
▲御嶽山五合目八海山から、噴煙上がる
　御岳山を遠望

　

私の強み

▲松本駅前での街頭演説

農林業の再生。TPP国会決議実現。
食料の安全保障の確立。
水と緑と景観に恵まれた地域の魅力の発掘。
空き家・屋敷林の利活用。
都市と農村の共感醸成プロジェクト
中心商店街振興
国際的観光資源の保全と活用

■国道１９号、国道１５８号、国道４０３号、松本波田道路、明科歩道の事業促進
■マツクイムシ対策への補助 ■コミュニティ施設への補助
■鳥獣被害への対策 ■林道崩壊の復旧支援
■果樹被害への国の補助 ■雪害対策の充実化　等



公式Twitter
@mutaishunsuke

ホームページ
www.mutai-shunsuke.jp

facebook
https://www.facebook.com/shunsuke.mutai

日々の活動をｗｅｂで公開しています 携帯用サイトはこちら

▲

「消防団基本法」を
議員立法で成立させました。

党消防議連PT事務局長として「消防団を中核とした地域防災力充実
強化に関する法律」を成立させることができました。これにより多くの
自治体の消防団の処遇・装備の充実と地位向上が図られます。
災害が多発する昨今に、地域の消防団がしっかりと活躍できる地盤
づくりが全国で進んでいます。

むたい俊介の国会活動をご紹介!!
むたい俊介の国会活動をご紹介!!
むたい俊介の国会活動をご紹介!!むたい俊介の国会活動をご紹介!!

［衆議院 所属委員会］
●国土交通委員会
●災害対策特別委員会
●政治倫理の確立及び公職選挙法改正に関する特別委員会

［議員連盟］
●超党派「山の日」議員連盟 事務局長
●自由民主党介護福祉議員連盟 事務局次長
●自由民主党水道事業促進議員連盟 事務局長
●自由民主党消防議員連盟 地域総合防災力整備促進法
制定に関するＰＴ 事務局長
●自転車活用推進議員連盟 自転車活用検討ＰＴ メンバー

［その他］
●神奈川大学法学部 教授

［党役職（自由民主党）］
●総務部会 副部会長
●財務金融部会 副部会長
●災害対策特別委員会 事務局次長
●火山対策小委員会 事務局長
●子どもの元気！ 農山漁村で育むプロジェクト小委員会 事務局長
●国家戦略本部 ふるさとに人口と活力を取り戻すＰＴ 委員
●地域再生戦略調査会 事務局長
●資源・エネルギー戦略調査会 再生可能エネルギー普及拡大委員会
バイオマス・水力発電分科会　担当主査

●自民民主党長野県支部連合会 副会長
●自由民主党長野県第二選挙区支部 支部長

主な役職一覧（2014年 11月11日現在）

むたい俊介プロフィール
昭和31年 （1956年）安曇野市（旧三郷村）生まれ

大町市・旧豊科町で育つ
昭和50年 松本深志高校卒業
昭和55年 東京大学法学部卒業後、旧自治省入省後、地方分権推進委員会

参事官、総務省消防庁防災課長、総務省調整課長、総務省大臣
官房参事官、自治体国際化協会ロンドン事務所長などを歴任

平成19年 この間武蔵大学・信州大学非常勤講師、関西学院大学客員研究
員も務める

平成20年 自民党長野県第二選挙区支部長就任
平成21年 衆議院議員選挙に初挑戦
平成22年 神奈川大学法学部自治行政学科教授を兼ねる
平成24年 12月16日の第46回衆議院議員選挙で長野県第二区にて当選

▲安曇野市消防団ポンプ操法大会を激励

国民の祝日「山の日」を
議員立法で実現しました。

平成２８年から８月１１日が「山の日」として祝日になります。
昨年の超党派議連の設立から、事務局長として奔走。上高地の山岳
関係者を交えた合宿などを経て祝日化を実現しました。山の恵みに
感謝するとともに、安全安心に、山に親しむための「山の日」の制定に
より、山に囲まれた信州の魅力を日本全体に、世界に発信する好機と
なることを願っています。 ▲白馬連峰の開山祭にて

「都市と農山漁村の教育交流の基本法」の
制定を議員立法で目指しています。

小学生のうちに農山漁村での生活を味わって欲しい、都会と農山漁
村の心のきづなを育みたい、子どもを受け入れる地域も元気にした
い、との想いから、ライフワークとして取り組んでいる制度です。
現在議員立法の準備作業を完了しました。

▲武蔵野市のセカンドスクールの現場の視察

務　台 しゅんすけ


